
                                津付ダムだより    平成２２年６月    第１４号   （随刊）  

平
成
２２
年
度 

事
業
概
要 

 

平
成
22
年
度
の
津
付
ダ
ム
建
設

事
業
費
は
約
15
億
円
で
す
。 

昨
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
付
替

国
道
１
号
橋
梁
下
部
工
（
橋
脚
工
）

工
事
を
継
続
す
る
ほ
か
、
付
替
国
道

２
号
橋
梁
の
上
部
工
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
１
号
ト
ン
ネ
ル

の
工
事
は
掘
削
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
他
、
工
事
用
道
路
工
事
や
継
続
的

な
水
文
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
。

 

津
付

つ

づ

き

ダ
ム
だ
よ
り 

 

 
 

ま
た
、
ダ
ム
事
業
の
検
証
に
つ
い

て
は
、
「
今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り

方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
今
年
の
夏
頃
に
中
間

と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
新
基
準
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
基
準
が
示
さ
れ
た

段
階
で
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す 

気
仙
川
一
斉
清
掃
実
施 

陸
前
高
田
市
と
住
田
町
の
気
仙
川

沿
い
で
、
４
月
２５
日
（
日
）
早
朝
、

気
仙
川
一
斉
清
掃
が
多
数
の
住
民
の

方
々
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
自
然
空
間
で
あ
る
河
川
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
、
今
後
も
み
ん
な

で
守
り
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
当

事
務
所
職
員
も
参
加
し
、
清
掃
活
動
の
大

切
さ
を
共
感
し
ま
し
た
。
） 

 
 
 

発行所 

沿岸広域振興局土木部 

大 船 渡 土 木 セ ン タ ー

津 付 ダ ム建 設事 務 所

 

お問い合わせ先 

〒029-2311 

気仙郡住田町世田米 

字川向 102-1 

TEL  0192-22-8182 

FAX  0192-46-3715 

 

津付ﾀﾞﾑ公式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

http://www.pref. 

iwate.jp/~hp4580

質
問
コ
ー
ナ
ー 

（
質
問
）
現
在
、
津
付
ダ
ム
は
、
大
股
川

に
築
造
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
な
ぜ
で
す
か
？
気
仙
川
本
川
に

築
造
し
た
ほ
う
が
効
果
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

（
回
答
）
気
仙
川
と
大
股
川
が
合
流
す
る

住
田
町
世
田
米
字
川
口
地
点
（
住
田
高

校
の
付
近
）
で
は
、
流
域
面
積
が
約
３００

ｋ㎡
、
大
股
川
が
持
つ
流
域
面
積
が
約

１００

ｋ㎡
、
気
仙
川
が
持
つ
流
域
面
積
が

約
２００

ｋ㎡
で
、
流
域
面
積
が
大
き
い
方

に
ダ
ム
を
建
設
し
た
ほ
う
が
有
利
で

す
が
、
気
仙
川
本
川
は
石
灰
岩
が
介
在

し
て
い
る
地
質
で
あ
り
、
漏
水
等
の
技

術
的
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
を

建
設
す
る
の
に
適
し
た
地
質
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
社
会
的
影

響
（
家
屋
移
転
数
等
）
や
経
費
も
含
め
、

総
合
的
に
検
討
し
、
大
股
川
に
計
画
し

て
い
ま
す
。 

 ※
流
域
面
積
と
は
？
→
あ
る
河
川
に
対
し

て
、
雨
が
集
ま
る
範
囲
を
流
域
と
い
い
、
そ

の
面
積
を
流
域
面
積
と
い
い
ま
す
。
集
水
面

積
と
い
う
表
現
も
あ
り
ま
す
。 

「津付ダムだより」のバックナンバーを公開中→ http://www.pref.iwate.jp/⇒「組織から探す」⇒「広域振興局」⇒「沿岸広域

振興局（大船渡）」⇒「津付ダム建設事務所」⇒「おしらせ」 

（活動の様子－気仙川河口付近） 

（付替国道 1号橋下部工【P1】工事） 

（1号工事用道路工事） 



 

津付ダムだより 平成 21 年 12 月（第１１号）に掲載した「気仙川水系河川整備手法比較表」の

補足説明を行いたいと思います。この表は、平成 21 年度に行われた大規模事業評価専門委員会で

の審議に使用されたものです。 

今回は事業効果発現の項目について、着目しました。 

1/70（ダム＋河川改修案→津付ダム建設と河川の改修を組み合わせて対策する案）をＡ案、1/70

（河川改修単独案→河川の改修のみで対策する案）をＢ案として比較し、優位な案に○を付して表

現しています。 

完了予定年度　H37　（16年後） 完了予定年度　H69　（48年後）

B-C　6,546百万円（B/C　1.44）（算定基準年はH20年度） B-C　5,807百万円（B/C　2.31）（算定基準年はH20年度）

完了予定年度　H116　（95年後） 完了予定年度　H161　（140年後）

B-C　7,979百万円（B/C　1.45）（算定基準年はH20年度） B-C　6,456百万円（B/C　2.17）（算定基準年はH20年度）

事
業
効
果
発
現

１／３０ ○ △

１／７０ ○ △

事業効果発現に
関する評価

（河川改修単独案）Ｂ案（ダム＋河川改修案）Ａ案

・ダムが完成すれば、ダム下流全川が水位低下し安全度が
増すので、事業効果が全川にわたり発現。

○
・河川改修は、基本的には下流から改修を行います。完成
した区間のみの安全度が増すので、事業効果の発現が限定
的。

△

                                      

表中の 1/70、1/30 とは何を表しているのでしょうか？ 

1/70 を例にします。「確率規模 1/70」とは、70 年に一度発生すると考えられる降雨に対応する

治水の安全度を表しています。岩手県では流域面積の大きさや人口などをもとに 1/50（宮古市

の津軽石川）、1/100（大船渡市の盛川）など、それぞれの河川毎に治水安全度を設定していま

す。河川整備の基本となる「気仙川水系河川整備基本方針」では、概ね 1/70 の確率の降雨で発

生する洪水流量を安全に流下できる計画として定めています。 

 

1/70 の治水安全度の場合、Ａ案は 95 年後完成⇔Ｂ案は 140 年後完成するものと試算し、Ａ案が

優位なことから○、同様に 1/30 の治水安全度の場合、Ａ案は 16 年後完成⇔Ｂ案は 48 年後完成

するものと試算し、Ａ案が優位なことから○としています。 

 

表中のＢ、Ｃとは何のことなのでしょうか？ 

Ｂはベネフィット（便益）、Ｃはコスト（費用）で、どちらも単位は金額です。その差であるＢ

－Ｃの値は（純現在価値）と呼ばれ、便益の大きさ（数字の大きい方が便益も大きい）を表し

ます。比較案それぞれのＢ－Ｃ（純現在価値）は、1/70 のＡ案が 7,979 百万円⇔Ｂ案が 6,456

百万円であることから、Ａ案が優位とし○、同様に 1/30 のＡ案が 6,546 百万円⇔Ｂ案が 5,807

百万円であることから、Ａ案が優位とし○としています。 

 
 

 

 津付ダムの公式ホームページは、下記のアドレスで、ご覧いただくことができます。 

http://www.pref.iwate.jp/~hp4580 

 

 

 

 

 

 

 

気仙川水系河川整備手法比較表の説明 

公式ホームページ 

 河川等の急激な増水にご注意願います。 

 局地的かつ短時間に強い雨を降らせる「局地的大雨」が、近年多くなっています。河川や用

水路等の急激な増水に注意しましょう。 


